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本物のフランチャイズ・ビジネスの、普及・啓蒙活動を通して社会に貢献する事を経
営理念とする、日本フランチャイズ総合研究所が発信するフランチャイズ・ニュース
です。
最新のフランチャイズ業界情報から、記事の裏側まで、業界に精通したコンサルタン
ト達が、ちょっと役立つ情報をご提供いたします。
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● Chapter 01 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ 業 界 ニ ュ ー ス ≫

「コンビニエンスストア２４時間営業規制問題」

近年、危機的な状況が叫ばれている、地球環境保全。二酸化炭素削減という大きな
課題を国内はもとより、国際的見地においてより具体的な施策を考えなければいけな
いところに来ている中で、コンビニエンスストアの２４時間営業規制問題が浮上して
います。

しかしながら、地球環境保全が全世界的に取組まなければならない問題であるなら、
国内においても全社会的、産業的に取組まなければならないはずですが、コンビニ業
界だけが指名を受けているというのも、今ひとつ納得がいかないところです。

これは、地球規模の環境対策に取組みたくないからという否定ではもちろんないの
ですが、コンビニ自体の２４時間営業を規制しても二酸化炭素の排出量は、ごくわず
かというのが一般論です。

それにもまして、今や身近な生活者のインフラとなっていることや、セーフティー



ステーションとしての位置づけなども含めて、コンビニエンスストアの果たしている
役割は、単なる小売業の域を超えた、生活に密着した存在となっています。

近隣の人々に根ざしたコンビニは、身近に手軽にという「便利」をキーワードに、
更に上を行く社会的使命も帯びていると言っても過言ではありません。

日本の異常ともいえる少子高齢化の波も、様々なところで問題になっていますが、
高齢者の方々が買物に出かけるのは近くのコンビニという話もよく聞かれ、ここでも
コンビニは、活躍しています。

警察官の減少による治安維持能力の低下、人口減少、医者不足による病院の閉鎖、
大型ＳＣによりシャッター街となってしまった数え切れないほどの町で、夜などゴー
ストタウンとした中、２４時間明かりをつけて奮闘しているのはコンビニです。

２４時間営業するということは経営する側も大変なことです。そこを乗り越えて作
り上げて来たコンビニという業界が、今、果たす役割は目に見えるところ、目に見え
ないところで様々な可能性を導き出してくれています。

大事なことは、必要とされているものと、必要とされてないものの区別を、しっか
りと見極め、その方向性を打出さなければならないということでしょう。

● Chapter 02 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ ア メ リ カ の 最 新 事 情 ≫

--------------------------------------------------------- 第 ２４ 回 -----
【 ブ レ ア（BREA）<3> 】

----------------------------------------------------------------------------

今回は「ブレア・モール」の「フードコート」をご紹介しましょう。この「フード
コート」は、アメリカでも代表的な一つとしてモデルになっているほどです。

［フードコート］（１）

「ブレア・モール」の外側には、「ディナー・レストラン」や「カジュアル・レス
トラン」もあって賑わっていますが、このショッピング・センターの「フードコート」
は「FOODWORKS」と名づけられ、人気の店舗が集合していて、テナント構成やレイア
ウトについては圧巻です。

◎GLORIA JEAN'S
コーヒー専門店で、高品質が売り物で、豆もお客様のお好みによって焙煎してくれ

るので人気が高い店です。

◎CINABON
シナモン・ロール専門店で、アメリカ人に人気の高い店です。日本にも進出しまし

たが、一時のブームで終わってしまいました。これは甘さが原因のようです。



◎HOT DOG ON A STICK
かつてはホットドッグの専門店として大活躍していましたが、今やどちらかという

とレモン・ドリンクの店としてのほうが有名になっています。当然今でもホットドッ
グもありますが、素敵なユニフォームの店員のサービスぶりも人気の秘密になってい
ます。

◎KALAMEL KORN
ポップコーンをキャラメルソースで味つけしてあり、ポップコーン好みのアメリカ

人を相手にしたアメリカらしい店の 1 つになっています。

◎DAIRY QUEEN
アメリカでナンバーワンの店舗数を誇るアイスクリーム・チェーンで、ソフトクリ

ームに人気が集まっています。

◎ORANGE JILIUS
オレンジジュースの専門店として出発した店ですが、独特のパウダーを入れてジュ

ース味をいっそう引きたてています。今はストロベリー・ジュース、バナナ・ジュー
ス、パイナップル・ジュースなどとバラェティをもたせています。

◎BAJA GRILL
中南米料理の専門店で、エスニック（少数民族）料理好みのアメリカ人の支持を得

ています。

◎PANDA EXPRESS
フードコートの御三家の１つで、チャイニーズフーズ最大のチェーンです。特に人

気のあるメニューは３品目のセットで、ラッシュアワーには行列ができます。

to be continued

● Chapter 03 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ ・ ビ ジ ネ ス の 歴 史 ≫

----------------------------------------------------------------------------
【 フ ラ ン チ ャ イ ズ 発 展 史 】

--------------------------------------------------------- 第 ２６ 回 -----

［ マ ク ド ナ ル ド ］ (８)

前回は「マクドナルド」の「基礎づくり」をご紹介しましたが、今回は「組織運営」
についてご紹介しましょう。

<3> クロックの組織運営

クロックは、経営と組織運営の基本的な考え方は、会社の幹部、加盟店のオーナー、
原材料の仕入先をいかに選択し、彼らの能力を引き出したかである。もちろん、「マ
クドナルド」の成功の要因は、クロックの「起業家精神」と「企業家精神」によるも



のであるが、それ以上に他の企業家に仕事をまかせた英知と勇気が、あの巨大なフー
ドサービス産業を築いた最大の要因なのである。

つまり、クロックは「マクドナルド」が確立した経営や営業の基準は徹底的に守ら
せたが、あとは加盟店のオーナーの思う通りの商売をさせたことである。これは何を
意味するかというと、「マクドナルド」の本部が儲けるよりも、フランチャイジーの
利益を得るチャンスを与えながら、かつ経営者として育成したのであった。クロック
は、非常に効率的な仕入のシステムを構築し、フランチャイジーに有利な競争力をつ
けた。

これらは、フランチャイズ・ビジネスに独創性と協調性をつくりあげたことにある。
つまり、フランチャイザー、フランチャイジー、仕入先の三者はいずれも独立した事
業体であり、誰が上で誰が下という支配関係は存在していないのである。クロックの
最大の業績は、これらの三要素を最も生産性の高まるように構築したことである。こ
れらの共同事業体に存在するものは、「QSC」の基準なのである。

クロックのフランチャイズに対する基本的な考え方は、１度に１店だけにフランチ
ャイズを許すという鉄則をもっていた。その代わり、加盟店の基本的な規則さえ守れ
ば、あとは自由に店を経営していけるし、同時に本部の支援を得られるというもので
あった。それは一人前の企業家として位置づけられるもので、フランチャイジーが自
分の店に注いだ情熱は、「マクドナルド」全体を盛り上げるパワーとなっていったの
である。

かくして、「マクドナルド」のフランチャイジーは独立心が旺盛で、常にマーケテ
ィングの新しい方法を試み、商品の質の改善を改善を心がけている。フランチャイザ
ーができるのは基準を決め、その基準を向上させたことである。しかし、「マクドナ
ルド」は全店共通の経営方針の決定、商品基準の設定、そして納入業者と経営者の双
方が基準を満たしているかどうかの監視を徹底して行ったのである。

この「マクドナルド」の基準の徹底は、他のファーストフードにないものであり、
クロックは全店統一システムの基本である「QSC」の徹底に、クロックは組織運営に
精力の大半を注いだ結果、他のチェーンとの格差をつくりあげたものであり、これが
海外への進出の原動力ともなっている。

to be continued

● Chapter 04 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ 関 連 知 識 ≫

----------------------------------------------------------------------------
「 オペレーション 」

----------------------------------------------------------------------------
接客サービス、販売管理、商品管理（発注・納品・検品・陳列）、従業員教育や

その管理、現金管理、クレンリネス、設備メンテナンスなど、店舗運営全般のこと
を指す。ＦＣで他店舗化するためには、これらのオペレーションが単純化され、標
準化されていることが不可欠とされている。

ちなみに、店舗のオペレーションを単純化、標準化して体系的に記述した文書が



店舗用のマニュアルである。マニュアルという言葉を聞くと、この店舗用マニュア
ルを思い浮かべる方が多いが、フランチャイズ・チェーンの構築には、店舗用だけ
でなく、本部用のマニュアルがより重要であることも忘れてはならない。

● Chapter 05 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ セ ミ ナ ー 案 内 ≫

弊研究所所長内川昭比古が講演する各セミナーをご案内致します。弊研究所所長
の内川昭比古は経済産業省が国家として公認している唯一のフランチャイズ業界の
総本山である社団法人日本フランチャイズ・チェーン協会の会員サービス部長を
兼務致しております。

----------------------------------------------------------------------------

1．「フランチャイズ加盟無料セミナー」

日 時 11 月 8 日 土曜日 14 時 ～ 17 時

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズに加盟し独立・開業を検討されている皆様に、
フランチャイズ・ビジネスの基礎知識、加盟のポイント、本部との
上手な付き合い方を紹介。また、弊社のフランチャイズ加盟サポー
トシステムをご紹介いたします。

参 加 費 無 料

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

----------------------------------------------------------------------------

2．リクルート アントレフェア in 大阪
「有望フランチャイズ＆正しい本部の選び方」

日 時 11 月 22 日 土曜日 13 時 30 分 ～ 14 時 15 分 （予定）

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 大阪南港ＡＴＣホール

セミナー内容 フランチャイズ・チェーンの基礎知識から、有望フランチャイズの
見分け方、フランチャイズ本部と上手に付き合う方法など、専門家
ならではのチェックポイントをご紹介いたします。



参 加 費 無 料

お問合わせ先 リクルート・アントレ ＦＣ＆独立開業フェア 事務局
http://entre.yahoo.co.jp/info/fair/index.html

----------------------------------------------------------------------------

3．「フランチャイズ・ビジネス本部構築・再構築セミナー」

日 時 11 月 27 日 木曜日 12 時 30 分 ～ 17 時 30 分

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズ・チェーンの本部機能再構築をご検討されている方、
フランチャイズ・ビジネスを構築中の方に、フランチャイズ・ビジ
ネスの基礎知識から、構築ステップ、加盟店開発戦略まで、フラン
チャイズ・ビジネス本部構築について講義いたします。

参 加 費 24,000 円

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

● Chapter 06 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ 編 集 後 記 ≫

最後までお付き合いいただき、ありがとうございます。

１０月も半ばを過ぎ、昼夜の寒暖差もひろがり、本格的な「秋」を肌で感じられる
今日この頃、良い季節となりました。

とはいえ、金融・経済は大揺れに揺れ、日本のみならず世界中が信用不安の真った
だ中で、株価の暴落に代表される暗いトピックスが多く飛び交っています。

そんな中で、今年のノーベル物理学賞は、南部陽一郎博士、小林誠博士、益川敏英
博士の３人が受賞し、その翌日には、ノーベル化学賞を下村脩博士が受賞と、久々の
うれしいニュースです。

長い期間粘り強く探求し続ける基礎研究が脚光を浴び、科学に注目が集まることは
我々にとっても快挙です。

振り返って、ビジネスの世界は時間との戦いです。新人の即戦力化はコストを含め
重要な命題でもあります。



「読書論」（著小泉信三）に「直ぐに役に立つ人間は直ぐに役に立たなくなる人間
だ」という一節があります。「時間をかけて基本をしっかりと身につける」やはり人
の成長には時間が必要なのです。

現代社会でとかく忘れがちな「地道にコツコツと」「あせらずたゆまず」「大器晩
成」という言葉の中にある「基本」の大切さ、時間をかけることの重要性を、思い出
させてくれる良いきっかけを与えてくれたようです。

めっきり寒くなってまいりました。くれぐれもご自愛の程。
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